
本来であれば、歳を重ねるにつれ、情緒面が豊かになったり、穏やかになったり……、さまざ
まな経験を踏まえ「怒り」が出る前にいろいろな対処ができるようになっているはずです。し
かし、人によっては身体が固くなるのと同様に、心や感情、考え、情緒も硬くなってしまうこと
もあり、これらが顕著に現れる方もいます。

例えば、もともと怒りっぽい方は心が硬くなったために「怒り」が顕著
に現れることもあります。日常生活でストレスの発散が少なくなり、不
満が溜まってしまったことで「怒り」が出る方もいます。また、心や考え
方が硬くなってしまい、自分の体験だけで物事を語ろうとしたり、自分
の考えにこだわってしまったり、自分が年配者であるというプライドが
強かったりすることで、「怒り」が出ることもあります。そうすると「今
現在、この瞬間」の状況の判断や自分の気持ちに気がつかなくなり、感
情のコントロールを失い、「怒り」があらわになることもあります。

「怒りっぽくなる」理由に病気が関係する場合もあります。
代表的なものは認知症ですが、それ以外にも統合失調症や躁うつ病、発達障害の一部の方に
は感情のコントロールを失う方もいらっしゃいます。

ではどのように対処をすればよいのでしょうか。
「怒らない」ためには、温かさや優しさ、穏やかさ、ゆったりとした雰囲気など
も大切です。周りの人たちも、それらの雰囲気を作れるか、ということも大事
になってきます。
病気が原因であれば、お薬を用いることも大切です。必要であれば、カウンセ
リングもおすすめしたいと思います。

大切なことは焦らないことです。早く解決しよう、どうにかしようと自分
でもまとまらないのに行動してしまうことで、問題をこじらせる原因にな
ります。
そして「何か問題が起きた時に対処しよう」という考え方ではなく、普段
の自分の過ごし方がどうであるかが大切です。
普段の生活から、目的や結果ばかりを見て行動するのではなく、例えば景
色を味わう、食事を味わうなど、「味わう」体験を普段の生活の中に増や
すことで、「怒り」への対処や「感情のコントロール」に役立つかもしれ
ません。

歳を重ねるごとに怒りっぽくなる？
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動画ではさらに詳しく解説！
認知症との関係性や、怒りっぽくなってしまった方との付き合い方など
もご紹介しています。
とくに介護をされている方や、介護従事者の方は必見です！
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